
１．概況

２．受 注 ･ 出 荷 実 績
（金額単位：百万円)

月･期別 ２月 前年同月 ４月～２月 前年同期 １月～２月 前年同期

機 種 別 比増減率(%) 累 計 比増減率(%) 累 計 比増減率(%)

121,640 4.9 1,068,163 -12.6 212,918 1.8

68,250 -5.1 721,537 -11.6 132,488 -7.6

26,521 8.0 245,380 -0.4 46,422 5.3

41,729 -11.9 476,157 -16.5 86,066 -13.3

51,443 22.8 323,218 -14.4 76,669 24.4

20,485 59.4 144,491 2.9 36,134 56.9

28,235 8.1 142,405 -29.8 34,180 2.2

(ルーター・ＬＡＮスイッチ等） 2,723 -6.7 36,322 6.2 6,355 23.4

1,947 -9.2 23,408 -18.7 3,761 -7.8

（注）１．ＣＩＡＪ自主統計に基づく ２．移動体端末には市民用トランシーバー、アマチュア用通信装置を含まず

３．ボタン電話装置は、端末機器に含めず、ネットワーク関連機器に含めた（2018年4月から）

【２０１９年２月】

移 動 体 端 末 機 器

ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

有 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

当月の通信機器[国内]の受注･出荷は1,216億円、前年同月比4.9％増と4か月振りに増加。
有線端末機器は、事業所用コードレスホン(同比2.1％減)が同比を下回ったが、電話機(同

比24.2％増)、VoIP-GW（同比171.9％増）、インターホン(同比0.9％増)、ファクシミリ(同
比8.6％増)が同比を上回り、全体では265億円(同比8.0％増)と増加した。

移動体端末機器は、端末価格・通信料金の完全分離施策などを背景に、携帯電話の買い替
え需要が低迷し、全体では417億円(同比11.9％減)と減少した。

有線ネットワーク関連機器は、局用電子交換機の出荷がゼロとなったが、デジタル伝送装
置(同比162.8％増)が継続して同比を上回り、構内用電子交換機(同比0.2％増)、ボタン電話
装置(同比7.6％増)も同比を上回ったことから、全体では205億円(同比59.4％増)と増加。

無線ネットワーク関連機器は、官庁向け衛星系通信装置が好調で固定通信装置(同比
10.3％増)が同比を上回り、基地局通信装置(同比2.6％増)も同比を上回ったことから、全体
では282億円(同比8.1％増)と増加した。

その他ネットワーク関連機器は、ルーター(同比11.2％増)、LANスイッチ(同比8.7％増)が
同比を上回ったが、その他(同比45.1％減)が同比を下回ったことから、全体では27億円(同
比6.7％減)と減少した。

通信機器用部品は、19億円(同比9.2％減)となり、同比では3か月連続で減少した。
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３．受 注 ･ 出 荷 推 移

無 線 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

そ の 他 ネ ッ ト ワ ー ク 関 連 機 器

通 信 機 器 用 部 品


